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［特集］
平成２３年度決算

「こまねこ」 公開撮影
（９月２９日～１０月２８日）

川本喜八郎人形美術館スタジオで、
こま撮り人形アニメーションの撮影が
行われた。
１日数秒分しか撮影できない映像から
新しい「こまねこ」が誕生する。
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平
成
２３
年
度
の
決
算
は
、一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
黒
字
、特

別
会
計
を
含
む
地
方
債
残
高（
借
金
）は
減
少
、一
般
会
計
の
基

金（
貯
金
）は
増
額
と
な
り
概
ね
良
好
な
決
算
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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平
成
２３
年
度
は
、
震
災
な
ど
の
災
害
に

対
す
る
備
蓄
の
拡
充
や
中
心
市
街
地
整

備
、
民
間
保
育
所
の
施
設
整
備
補
助
な
ど

に
よ
り
、
歳
出
総
額
は
、
昨
年
度
よ
り
３
億

３
千
７
６
７
万
円
増
加
し
ま
し
た
が
、
実
質

収
支
（
歳
入
歳
出
差
引
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
金
額
を
引
い
た
金
額
）は
、１１
億
８

千
万
円
余
の
黒
字
と
な
り
、概
ね
良
好
な
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

▲

歳入

前年度に比べ４億４１５万円（０.９％）

の増額となりました。

▲

歳入

前年度に比べ４億４１５万円（０.９％）

の増額となりました。

法人市民税が１億９９５万円（△９.３％）、固定資

産税が１,７１８万円（△０.３％）の減額となりまし

た。一方、市町村たばこ税は税率の改定により

９,０７０万円（１５.４％）の増額となりました。

全体で３,３７９万円（△０.３％）の減額となりま

した。

合併後５年の特例措置が終了したことや、

国勢調査人口の減少など

により２億３,９３３万円

（△２.０％）の減額と

なりました。

その他のうち災害復旧費は、５～８月に大雨が

多かったことや９月の台風

１２、１５号による被害のため

２億７,４２６万円（１１４.６％）の

増額となりました。

〈高齢者、児童、障害者福祉などに支出〉

子ども手当費、障害者福祉

関係経費の増加や民間保育

所への施設整備補助などに

より、２億８,４５１万円（２.２％）の

増額となりました。

〈道路や公園整備、河川や橋の整備などに支出〉

扇町公園（動物園）や中心市街地の道路整備費

の増加などにより６億５,５２２万円（１４.０％）の増額

となりました。

今
後
の
見
通
し

今
後
の
見
通
し

一
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会
計
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収
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は
黒
字

一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
黒
字

平
成
２３
年
度
は
、
概
ね
良
好
な
決
算
と

な
り
ま
し
た
が
、
国
の
財
政
は
、
歳
出
が
税

収
な
ど
を
上
回
る
状
態
が
続
い
て
お
り
、
当

市
も
市
民
税
な
ど
の
税
収
の
回
復
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
財
政
運
営
は
厳
し

い
も
の
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
も

継
続
し
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、リ
ニ

ア
時
代
を
見
据
え
た
着
実
な
財
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
２３
年
度
決
算
の
概
要
は
、
市

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご
欄
に
な
れ
ま
す
。

※

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
部

「
サ
イ
ト
内
の
検
索
」に「
２３
年
度
決
算
」と
入

力
し
て
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

教育費

４万１,４５６円

議会費 その他

３,１１６円 ８,４８２円

商工費 農林水産業費

１万９,８０２円 １万６,０１０円

消防費 労働費

１万３,７２４円 ３,６２６円

勤労者の
福祉や

就業促進など
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４５５億８,０００万円４５５億８,０００万円
歳入総額

市税
１３３億９,８２３万円
〈２９.４％〉

市税
１３３億９,８２３万円
〈２９.４％〉

地方交付税
１１８億８,７３８万円
〈２６.１％〉

地方交付税
１１８億８,７３８万円
〈２６.１％〉

 国庫支出金
４９億７,７０５万円
〈１０.９％〉

 国庫支出金
４９億７,７０５万円
〈１０.９％〉

地方債
４９億３,７２０万円
〈１０.８％〉

地方債
４９億３,７２０万円
〈１０.８％〉

県支出金
２７億６,４４４万円
〈６.１％〉

県支出金
２７億６,４４４万円
〈６.１％〉

地方消費税ほか
交付金
１９億７,０４７万円
〈４.３％〉

諸収入
２１億１,４８５万円
〈４.６％〉

分担金および負担金
９億１,７５４万円
〈２.０％〉

繰越金
１５億３,１６７万円
〈３.４％〉

その他
１０億８,１１７万円
〈２.４％〉

民生費
１３２億２,１９０万円
〈３０.１％〉

民生費
１３２億２,１９０万円
〈３０.１％〉

公債費
４８億３,９６２万円
〈１１.０％〉

公債費
４８億３,９６２万円
〈１１.０％〉

衛生費
４８億５,５９０万円
〈１１.０％〉

衛生費
４８億５,５９０万円
〈１１.０％〉

  土木費
５３億４,７１９万円
〈１２.２％〉

  土木費
５３億４,７１９万円
〈１２.２％〉

教育費
４３億３,０５７万円
〈９.８％〉

教育費
４３億３,０５７万円
〈９.８％〉

総務費
４６億２,１７４万円
〈１０.５％〉

総務費
４６億２,１７４万円
〈１０.５％〉

商工費
２０億６,８５５万円
〈４.７％〉

商工費
２０億６,８５５万円
〈４.７％〉

消防費
１４億３,３６６万円
〈３.３％〉

農林水産費
１６億７,２４１万円
〈３.８％〉

議会費
３億２,５４９万円
〈０.７％〉

その他
８億８,６００万円
〈２.０％〉

労働費
３億７,８８２万円
〈０.９％〉

４３９億８,１８５万円４３９億８,１８５万円
歳出総額

一般会計歳入

歳出の総額を
市民１人当たりに換算すると

４２万１,０３２円

一般会計歳出

〈　　〉内は全体に占める割合

〈　　〉内は全体に占める割合

道路橋りょう整備に伴う補助・交付金や

子ども手当（児童手当）交付金が増額し

ました。

しかし、国による経済対策のための臨時

交付金が大きく減少したため、４億１,０５４

万円（△７.６％）の減額となりました。

各中学校区の防災倉庫に備蓄する資機

材を整備したことなど

により１億６,９６８万円

（１３.４％）の増額と

なりました。

〈学校教育や社会教育などに支出〉

体育館などの社会教育施設の耐震改修工

事が終了したことなどにより２億３,６１６万

円（△５.２％）の減額となりました。

▲

歳出

前年度に比べ３億３,７６７万円

（０.８％）の増額となりました。

▲

歳出

前年度に比べ３億３,７６７万円

（０.８％）の増額となりました。

地方債（借金）は、７億４,１２０万円（１７.７％）

の増額となりました。

このうち建設事業などの財源となる地方

債は１１億８,８２０万円（６７.４％）増加の２９億

５,２２０万円となりました。

また、地方交付税の振替措置である臨

時財政対策債は１９億８,５００万円で４億

４,７００万円（△１８.４％）の減額となりました。

主な費目は次のとおりです。
（平成２４年３月３１日現在の人口：１０４,４６２人）

一般会計 歳入歳出の主な特徴
（平成２２年度との比較）

一般会計 歳入歳出の主な特徴
（平成２２年度との比較）

民生費 土木費

１２万６,５７１円 ５万１,１８８円

総務費

４万４,２４３円

衛生費 公債費

４万６,４８５円 ４万６,３２９円

事業のために
借りたお金の
返済金
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◇
会
計
別
収
支
一
覧
表



病
院
事
業
会
計
の
う
ち
、
収
益
的
支
出

は
、
医
業
費
用
の
増
加
に
よ
り
１
億
３
千

６３
万
円
（
１.２
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
収
入
も
１
億
３
千
９
４
１
万
円
の
増

額
と
な
り
３
年
連
続
で
経
常
収
支
は
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。



国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）

と
介
護
保
険
特
別
会
計
の
歳
出
は
、保
険

給
付
費
の
増
加
に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
３
億
７

千
３
１
７
万
円
（
４.２
％
）
、４
億
５
千
５
７
７

万
円（
５.０
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。



下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
歳
出
は
、
松

尾
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
整
備

に
よ
り
、２
億
１
千
８
４
７
万
円
（
５.２
％
）

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

特別養護老人ホームなど建設補助事業
８,９６０万円（民生費）

扇町公園（動物園）整備事業
７,６０３万円（土木費）

中心市街地道路整備事業
３億７,５５２万円（土木費）

天龍峡活性化・天龍峡再生道路整備
２億７,０７８万円（商工費・土木費）

駄科コミュニティ防災センター整備
１億７３万円（消防費）

災害対策備蓄事業
４,６３８万円（消防費）

民間保育所・幼稚園の施設整備補助
（慈光保育園、あすなろ保育園、勅
使河原学園保育園・幼稚園、慈光
松尾保育園）
４億７,５４２万円（民生費・教育費）

地域振興住宅整備事業
１億３,８０１万円（土木費）

菱田春草没後百年記念特別展
１,８００万円（教育費）

学校施設耐震化推進事業（西中学校屋内運動場、鼎中学校武道場）
４億５,１３６万円（教育費）

リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金積立
３億円（総務費）

会
計
別
収
支
の
特
徴

会
計
別
収
支
の
特
徴

〔単位：万円〕

歳入決算 歳出決算

４５５億８,０００

９７億２,９１１

３５９

１０億８,５４７

９５億２,１０６

２,００７

６,９０７

２,４１０

１億７,９２７

４６億１３

５億３,８３６

３,２９０

１億４,０２８

１１７億５２１

１３億４,３８１

１９億７,３８２

３億３,７０７

４１３億３３２

８６８億８,３３２

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

地方卸売市場事業特別会計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

墓 地 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

介護老人保健施設特別会計

上村デイサービスセンター特別会計

ケーブルテレビ放送事業特別会計

計

特

　別

　会

　計

会　　計　　名

一　般　会　計

国民健康保険
特別会計

事業勘定

直診勘定

病院事業会計
収益的収支

資本的収支

水道事業会計
収益的収支

資本的収支

合　　　　　　　　　　　　　　計

４３９億８,１８５

９２億６,９６３

３５８

１０億４,７５２

９５億９５６

１,４９７

６,０７０

２,２４２

１億７,４２５

４４億２,４０３

５億１９３

２,９９５

１億２,８３５

１１２億５,５６６

２０億１,６５６

１９億２,０８５

１０億９,１６３

４１４億７,１５９

８５４億５,３４４

※収益的収支：営業などに係る収支（料金収入や職員給与など）

※資本的収支：施設の建設などに係る収支
（施設建設のための補助金や地方債、建設費、地方債元金の償還金など）

※老人保健特別会計、上村しらびそ高原観光事業特別会計は、平成２２年度末で廃止となりました。 

会計別収支

平成２３年度事業の紹介　   ※繰越事業を含む。
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財政健全化判断比率などの状況 （平成２３年度決算）

○健全化判断比率

地方公共団体の財政状況を統一的な指標で公表するものです。どの指標も早期健全化基準内であり、問題のある状況で
はありませんが、今後も起債を伴う大規模事業が予定されており、長期的視点に立ち発行額に配意していく必要があります。


一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
市
全
体
で
は
、
約

１２
・
１
億
円
減
少
し
ま
し
た
。



一
般
会
計
は
、前
年
度
に
比
べ
て
約
６.５
億
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
が
こ
れ
は
地
方
交
付
税
の
振
替
措
置
で
あ
る
臨

時
財
政
対
策
債
の
増
加
が
要
因
で
す
。建
設
事
業
の
財
源

と
な
る
地
方
債
の
発
行
は
、
昨
年
度
に
比
べ
大
き
く
増
加

し
ま
し
た
が
、そ
れ
以
上
に
償
還
し
て
お
り
、臨
時
財
政
対

策
債
以
外
の
起
債
残
高
は
、約
８
億
円
減
少
し
ま
し
た
。



特
別
会
計
は
、合
計
で
１８
・
６
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。



全
体
で
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
約
３.４
億
円
増
加
し
ま

し
た
。



主
要
４
基
金（
財
政
調
整
基
金
な
ど
）は
、歳
出
削
減

に
努
め
て
取
り
崩
し
を
最
小
限
に
し
た
こ
と
な
ど
で
、

ほ
ぼ
前
年
度
の
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



特
定
目
的
基
金
は
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整

備
推
進
基
金
を
３
億
円
、
地
域
振
興
基
金
を
３
億

円
、過
疎
地
域
自
立
促
進
基
金
を
約
３
千
万
円
、新

規
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

０

２００億円

４００億円

６００億円

８００億円

１,０００億円

１,２００億円
（億円）

地方債残高の推移 （全会計）

Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１

９５９億４,４８６万９５９億４,４８６万９８０億７,９０８万９８０億７,９０８万 ９４７億３,３９４万９４７億３,３９４万

５６０億４,１６３万５６０億４,１６３万

３９９億３２３万３９９億３２３万

５７８億７,７５２万５７８億７,７５２万

４０２億１５６万４０２億１５６万

５４１億８,１０３万５４１億８,１０３万

４０５億５,２９１万４０５億５,２９１万

０

２０億

４０億

６０億

８０億

１００億

１２０億

（億円）

Ｈ２３

基金残高の推移 （一般会計）

Ｈ２２Ｈ２１

１１６億９,５０２万１１６億９,５０２万
１０６億４,３２７万１０６億４,３２７万

１２０億３,９５４万１２０億３,９５４万

４６億４,７９６万４６億４,７９６万

１４億９,２００万１４億９,２００万

５５億５,５０６万５５億５,５０６万

３９億６,６７４万３９億６,６７４万

１４億９,２００万１４億９,２００万

５１億８,４５３万５１億８,４５３万

４９億７,１４８万４９億７,１４８万

１４億９,２００万１４億９,２００万

５５億７,６０６万５５億７,６０６万

定額基金 その他特定目的基金 主要４基金

特別会計 一般会計

数値なし（黒字）

数値なし（黒字）

９.４％

県内１９市中６位

２.４％

県内１９市中３位

実質赤字比率
連結実質赤字比率

資金不足比率

実質公債費比率

将来負担比率

地
方
債
残
高
は
減
少

地
方
債
残
高
は
減
少

基
金
は
増
加  

（
一
般
会
計
）

基
金
は
増
加  

（
一
般
会
計
）

実質赤字比率、連結実質赤字比率ともに各会計の実質
赤字額がない（黒字）のため、数値はありません。

公営企業ごとに資金収支の累積不足額を表すもの。
各会計資金不足額がないため、数値はありません。

実質的な公債費（借金返済）が当該年度に及ぼす負担の
割合を示す指標です。３カ年の平均が２５％を超えると起
債（借り入れ）が制限されます。

将来負担すべき実質的な負債（借金返済額や負担金など）
の標準的な財政規模を基本とした額に対する比率です。
３５０％を超えると財政健全化計画の策定が義務付けられます。
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女子栄養大学・大学院 武見ゆかり
教授による講演

そばの白い花が一面に咲いた 橋南地区対象の説明会（９月１８日）

ごみ散乱等防止ポスター入選者の皆さん

９月２２日、天龍峡ＩＣ近くの花の里で、天龍峡そばの

提供やポニーでの園内散策などが行われました。

「そば祭り」は、天龍峡温泉交流館にて１１月２５日ま

で毎週土日・祝日に行っています。（１１月３日、４日を除く）

新庁舎の実施設計の概要説明会を９月１４日から１０

月１１日にかけて、市内２０地区で行いました。説明会で

頂いた意見を参考に設計の最終案につなげていきま

す。

１０月６日、飯田文化会館と飯田人形

劇場を会場に行われました。

各種団体は、日ごろの成果発表やア

イデアを活かした展示を行いました。

また、「ごみ散乱等防止」のポスター

入賞・入選作品の表彰式などを行いま

した。不要テレビの特別回収には多く

の不要テレビが持ち込まれました。

食育推進大会も行われ食育講演会

や地元農産物を使った料理の紹介な

ども行いました。

環境にやさしく健康に
生活と環境まつり２０１２

秋の「天龍峡花の里そば祭り」
満開の花に囲まれて

新庁舎実施設計の概要説明会
安心安全のための拠点を目指す
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風越山を目指してスタート

歌や詩吟をされる平岩静さん（下久堅）

声援をうけながら山を下る

１０月８日、秋晴れのさわやかな天気の

もと、市内外から約５００人の参加がありま

した。また大会の運営には、高校生や地

元住民など約３３０人がかかわりました。

全国でも珍しい急峻な登山道を利用

した大会には、「登山マラソンの部」、か

ざこし子どもの森公園周辺を走る「みん

なで走ろうの部」、自然散策とマラソン

ランナーの応援を行う「ウォーキングの

部」の３部門を設けています。参加者は、

年齢や体力にあわせて楽しみました。

９月１２日、今年度中に１００歳を迎えられる２人の方に

牧野市長が訪問をしました。市内には、今年度中に１００

歳を迎える方が２９人いらっしゃいます。

趣味でマレットゴルフを楽しまれる小林稲雄さん（山本）

いつまでもお元気で
１００歳敬老祝賀訪問

第５８回風越登山マラソン
心地よい風を受けて
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市 

長

　牧
野
光
朗

ト
イ
レ
が
近
い
、
尿
が
も
れ

て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
で
お

困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
は
過
活
動
膀
胱
の
せ
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
過
活
動
膀

胱
と
は
、
す
ぐ
に
尿
が
し
た
く

な
る
（
頻
尿
）、
尿
が
し
た
く

な
る
と
我
慢
が
難
し
い
（
尿
意

切
迫
感
）、
尿
意
を
も
よ
お
す

と
、
も
ら
し
て
し
ま
う
（
切
迫

性
尿
失
禁
）
と
い
っ
た
症
状
を

き
た
す
病
状
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
４０
歳
以
上
の
日
本
人
の
実

に
８
人
に
１
人
が
症
状
を
経
験

し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
比

較
的
若
い
年
代
で
悩
ま
れ
て
い

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
疾
患
と
し
て
は
、
脳
血

管
障
害
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

よ
う
な
脳
神
経
疾
患
、
男
性
の

場
合
は
前
立
腺
肥
大
症
が
多

く
、
女
性
の
場
合
は
膀
胱
・
子

宮
・
尿
道
を
支
え
る
骨
盤
底
筋

が
弱
ま
る
こ
と
が
原
因
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
病
院
で
は

尿
検
査
、
超
音
波
検
査
な
ど
で

重
要
な
疾
患
が
な
い
か
検
査
を

し
ま
す
。
つ
ら
い
検
査
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
下
さ

い
。
膀
胱
や
前
立
腺
の
が
ん
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
が
、
特
に
疾

患
が
な
く
、
冷
え
や
寒
冷
な
ど

が
原
因
の
こ
と
も
多
い
よ
う
で

す
。治

療
は
原
因
疾
患
に
も
よ
り

ま
す
が
、
多
く
の
事
例
で
内
服

治
療
が
有
効
で
す
。
従
来
の
抗

コ
リ
ン
薬
は
膀
胱
が
勝
手
に
縮

む
の
を
抑
え
る
薬
で
、
口
が
渇

く
、
便
秘
に
な
る
な
ど
の
副
作

用
が
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

う
い
っ
た
副
作
用
が
少
な
い
新

薬
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト

イ
レ
に
行
く
の
を
少
し
ず
つ
我

慢
す
る
こ
と
で
膀
胱
に
た
め
ら

れ
る
量
を
増
や
す
膀
胱
訓
練

や
、
尿
道
を
締
め
る
力
を
鍛
え

る
こ
と
で
も
れ
を
減
ら
す
骨
盤

底
筋
体
操
と
い
っ
た
普
段
の
生

活
の
中
で
で
き
る
治
療
が
有
効

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

過
活
動
膀
胱
で
お
困
り
の
方

は
ぜ
ひ
泌
尿
器
科
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ト
イ
レ
で
困
ら
な
い

生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！ 市立病院　泌尿器科

三村  裕 次  医師

過
活
動
膀
胱

そ
の 

９４

悲
観
主
義
は
気
分
に
属
し
、
楽
観
主
義
は
意
志
に
属
す
る

こ
の
度
は
３６
年
振
り
の
無

投
票
に
よ
り
３
期
目
の
市
長

の
任
に
就
か
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
将

来
を
左
右
す
る
最
重
要
期
の

舵
取
り
を
託
さ
れ
た
責
は
大

変
重
い
と
認
識
し
、
市
政
に

邁
進
す
る
所
存
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

さ
て
、
１０
月
１６
日
に
開
催

さ
れ
た
「
朝
日
地
球
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
」
の

分
科
会
で
、「
地
域
を
興
す

〜
風
と
水
と
太
陽
と
」
を

テ
ー
マ
に
、
食
環
境
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
金
丸
弘
美
さ
ん

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
し
て
来
ま
し
た
。
全
国

各
地
で
「
小
さ
な
経
済
」
づ

く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
金
丸

さ
ん
は
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
臨
む
に
あ
た
り
、
太
陽

光
・
小
水
力
発
電
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
な
ど
、
私
の
発
表
事
例
を

全
て
事
前
に
現
地
視
察
し
、

自
ら
の
発
言
の
中
に
そ
の
評

価
を
織
り
交
ぜ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
真
摯
さ
に
は
頭
の

下
が
る
思
い
で
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
当

分
科
会
の
締
め
括
り
と
し

て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

安
井
孝
之
朝
日
新
聞
編
集
委

員
が
引
き
合
い
に
出
し
た
フ

ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ア
ラ
ン
の

名
言
、「
悲
観
主
義
は
気
分

に
属
し
、
楽
観
主
義
は
意
志

に
属
す
る
」
で
し
た
。
意
志

を
も
っ
て
事
に
あ
た
れ
ば
、

道
は
必
ず
開
け
る
と
信
じ
、

３
期
目
へ
の
思
い
を
新
た
に

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。
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美容師をめざして

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

丸山まちづくり委員会の重要な事業の一つ

として、年４回発行する広報「まるやま」があり

ます。地域住民の皆さんへのわかりやすい情報

提供がまちづくりを進めていくうえで重要であ

ると位置付け、従来別々で発行していた、まち

づくり委員会の広報誌と、公民館の館報を平

成２３年度から統合したことで、多くの情報を

地域へ発信できるようになり、より見やすく充

実した内容の広報誌に生まれ変わりました。

情報を一本化したことで経費の節減にも繋

がっています。掲載する写真は、地域の方々か

らも広く募集し、楽しんで見ていただけるよう

な内容の広報誌づくりを行なっています。

平成２２年度には、丸山公民館竣工３０周年

と、「館報まるやま」と「まちづくり委員会広報誌」

との統合を記念し、館報縮刷版を発刊しました。

広報「まるやま」は、広く地域外へも情報発

信するため、地域コミュニティサイト「南信州

ぽぉたる」や「飯田市ウェブサイト」へも掲載し、

最近ではネットの中の広報「まるやま」を見て、

丸山まちづくり委員会の取り組みについて視

察に訪れる団体も出てきています。今後も、充

実した広報誌の発行により地域の皆さんと情

報を共有し、より良い地域づくりに取り組んで

参ります。

丸山まちづくり委員会

先月の黒河内守仁 さん（鼎）からのリレー

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
事
と
い
え
ば
タ
ッ
プ

ダ
ン
ス
と
芝
居
で
す
が
、
今
と
い
う
よ
り
ず
っ

と
や
り
続
け
て
い
る
事
で
も
あ
る
ん
で
す
。

特
に
ダ
ン
ス
は
、
１９
才
の
時
か
ら
始
め

て
、Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
・
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
・
Ｔ
Ａ
Ｐ
と

ジ
ャ
ン
ル
を
プ
ラ
ス
し
て
き
て
、
今
は
タ
ッ
プ

ダ
ン
ス
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

１１
月
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
伊
那
谷

文
化
芸
術
祭
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、
練
習

に
も
力
が
入
り
ま
す
。

難
し
い
ス
テ
ッ
プ
も
練
習
し
て
出
来
る
様

に
な
る
と
達
成
感
と
共
に
楽
し
さ
も
倍
増

し
も
っ
と
タ
ッ
プ
を
し
た
く
な
り
ま
す
。

仲
間
と
楽
し
く
リ
ズ
ム
を
踏
ん
で
、ス
ト

レ
ス
解
消
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

こ
れ
か
ら
も
タ
ッ
プ
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

にしな あやか

仁科文佳 さん
（上久堅小６年）

私は、将来、美容師になりたいです。美

容師になりたいと思ったきっかけは、おば

さんの友達が美容師をやっていて、おばさ

んといっしょに美容院へ行った時、かみの

毛を切ってくれて、その切っているすがた

がカッコイイなぁと思ったからです。

私は、カットだけではなくて、お客さんとじょうずにコミュ

ニケーションがとれる美容師になりたいです。そのために、今

から積極的に話しかけたり、社会の情報を話題にとり入れたり

していきたいと思います。

地域情報の共有は
広報「まるやま」から

丸山地区の人口　（平成２３年１０月現在）

男　１,７９３人／女　１,９１４人／合計　３,７０７人
世帯数　１,４９８戸　　高齢化率 ２８.７％

た
か
い

め
ぐ
み

髙
井

　恵
さ
ん
（
松
尾
）
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市
政
の
各
分
野
で
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団

体
を
表
彰
す
る
市
政
功
労
者
表
彰
式
を
十
月
一
日

に
行
い
、市
長
か
ら
表
彰
状
、感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平成２４年度市政功労者表彰

当日の式典にご出席いただいた皆さん

加
藤

　
善
弘  

自
治
会
長
を
永
く
務
め
ら
れ
た

熊
谷

　
通
男

丸
山
・
羽
場
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
を
永
く
務
め
ら
れ
た

木
下
水
引
株
式
会
社

ふ
る
さ
と
飯
田
応
援
寄
附
金
と
し
て
多
額
の
寄

附
を
さ
れ
た

伊
藤

　
節
子

文
化
振
興
の
た
め
飯
田
市
上
村
・
南
信
濃
の
施

設
に
水
彩
画
を
寄
附
さ
れ
た

上
郷
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

教
育
振
興
の
た
め
飯
田
市
立
上
郷
小
学
校
に
図

書
、
楽
器
、
備
品
等
を
寄
附
さ
れ
た

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
飯
田 

福
祉
の
充
実
、
公
園
整
備
、
新
庁
舎
建
設
の
た

め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た

木
下

　
長
志

鈴
岡
城
址
公
園
へ
の
記
念
碑
、
教
育
振
興
の
た

め
育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た

東
陽
興
業
株
式
会
社

社
会
教
育
振
興
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た

か
ぶ
ち
ゃ
ん
農
園
株
式
会
社

災
害
対
策
の
た
め
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
を
寄
附

さ
れ
た

日
進
精
機
株
式
会
社

高
齢
者
等
の
安
全
確
保
の
た
め
飯
田
文
化
会
館
に

手
摺
を
寄
附
さ
れ
た

特
定
非
営
利
活
動
法
人
飯
伊
学
生
防
犯
対
策
支
援
協
会

防
犯
対
策
向
上
の
た
め
防
犯
教
材
、
防
犯
器
具
を

寄
附
さ
れ
た

綿
半
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

教
育
振
興
の
た
め
育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
た

野
原
産
業
株
式
会
社

教
育
振
興
の
た
め
育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
た

松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

教
育
振
興
の
た
め
飯
田
市
立
松
尾
小
学
校
に
楽
器

を
寄
附
さ
れ
た

大
久
保

　
錦
彌

社
会
福
祉
の
充
実
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た

田
平

　
久
美

下
久
堅
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
を
務
め
ら

れ
た

塩
澤

　
正
義

鼎
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た

加
藤

　
榮
隆

　

上
郷
地
域
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
を
務
め
ら

れ
た
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飯
田
市
立
病
院

市
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

―
が
ん
と
向
き
合
う
「
仁
科
亜

希
子
さ
ん
」
を
囲
ん
で
―

　飯
田
市
立
病
院
創
立
６０
周
年

・
新
病
院
開
院
２０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
飯
田
市
立
病
院
市
民

医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時

　１２
月
９
日
㈰

　開
演

　午
後
２
時

▼
会
場

　

　鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

　

▼
講
演
会

　

○
講
師

　

　仁
科
亜
季
子
さ
ん
（
女
優
）

○
演
題

　

　元
気
な
明
日
の
た
め
に

　～
が
ん
に
負
け
な
い
～

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
テ
ー
マ

　が
ん
医
療
を
見
つ
め
る

○
座
長

　

　金
子
源
吾
市
立
病
院
院
長

○
パ
ネ
リ
ス
ト

・
仁
科
亜
季
子
さ
ん

・
産
婦
人
科

　山
崎
輝
行
医
師

・
放
射
線
治
療
科

　武
井
一
喜

医
師

・
保
健
師

▼
パ
ネ
ル
展
示

　
　
　
　
　
　

　午
後
１
時
３０
分
～
５
時

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
立
病
院

　庶
務
課

０
２
６
５（
２
１
）１
２
５
５

高
齢
者
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業

　介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

６５
歳
以
上
の
方
が
居
住
す
る
住

宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
申
請
対
象
者

　申
請
時
に
１
年
以
上
市
内
に

住
所
を
有
し
、
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
６５
歳
以
上
の

方
で
、
居
住
す
る
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
改
修
の
予
定
が
あ

る
方
。

▼
対
象
工
事

○
浴
室
、
脱
衣
室
、
便
所
、
玄

関
や
こ
れ
ら
を
結
ぶ
経
路
に

手
す
り
を
取
り
付
け
る
工
事

○
床
の
段
差
を
解
消
さ
せ
る
工

事
○
床
表
面
の
滑
り
止
め
（
便

所
、
浴
室
、
玄
関
な
ど
の
床

材
料
を
滑
り
に
く
い
も
の
に

取
り
替
え
る
）
工
事

○
便
器
を
和
式
か
ら
洋
式
に
変

更
す
る
改
修
工
事
な
ど

※
市
内
に
本
社
が
あ
る
住
宅
関

連
業
者
が
施
行
す
る
工
事
が

該
当
し
ま
す
。

▼
助
成
金
額

　対
象
工
事
に
要
す
る
費
用
の

３
割
（
上
限
１０
万
円
）

※
一
世
帯
に
対
し
助
成
は
１
回

▼
申
請
方
法

　り
ん
ご
庁
舎
、
各
地
区
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
所
定

の
申
請
書
に
記
入
し
、
添
付

書
類
（
工
事
見
積
書
、
図

面
、
写
真
な
ど
）
と
一
緒
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

※
工
事
を
す
る
前
に
申
請
書
な

ど
関
係
書
類
に
基
づ
く
、
事

前
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
審
査
後
に
助
成
金

の
交
付
決
定
通
知
を
受
け
と

っ
て
か
ら
工
事
の
着
工
と
な

り
ま
す
。

※
工
事
着
工
後
の
申
請
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　介
護
高
齢
課

　高
齢
者
係

　

　内
線
５
３
８
１

　市
議
会
で
は
、
条
例
や
予
算

等
の
議
案
や
請
願
・
陳
情
な
ど

が
審
議
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
、

委
員
会
と
も
個
人
・
団
体
で
自

由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

　市
政
運
営
や
議
会
活
動
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　事
前
予
約
は
不
要
で
す
が
、

団
体
な
ど
大
勢
で
の
傍
聴
は
事

前
に
議
会
事
務
局
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
小
中
学
校
な
ど
の
傍
聴
も
受

　け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
第
４
回
定
例
会
の
主
な
日
程

○
会
期

　１１
月
２８
日
㈬
～

　

　１２
月
２１
日
㈮

○
開
会
日

　

市
議
会
の
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い

　１１
月
２８
日
㈬

○
代
表
質
問

　１２
月
６
日
㈭

　１２
月
７
日
㈮

○
一
般
質
問

　１２
月
７
日
㈮

　１２
月
１０
日
㈪

○
総
務
文
教
委
員
会

　１２
月
１２
日
㈬

○
社
会
委
員
会

　１２
月
１３
日
㈭

○
産
業
経
済
委
員
会

　１２
月
１４
日
㈮

○
建
設
環
境
委
員
会

　１２
月
１７
日
㈪

○
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
・
リ

ニ
ア
推
進
対
策
特
別
委
員
会

　１２
月
１９
日
㈬

○
閉
会
日

　１２
月
２１
日
㈮

※
開
会
時
間
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
請

　願
・
陳
情
の
受
付
締
切

　１１
月
２２
日
㈭

※
受
付
時
間
は
休
日
（
土
・
日

曜
、
休
日
お
よ
び
年
末
年

始
）
を
除
く
午
前
８
時
３０
分

～
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ

　議
会
事
務
局

　内
線
２
６
１
３
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１１月は「わが家の結いタイム」推進月間です。１１月は「わが家の結いタイム」推進月間です。１１月は「わが家の結いタイム」推進月間です。
いつも以上に意識して、家族が一緒に過ごす時間、家族団らんの時間を作りましょう。

そして、地域のみんなで「子育ち」「親育ち」を支え合いながら、心豊かな人づくりに取り組みましょう。

みんなで話そう　スイッチを切ってみ
★食事の時は、みんなと約束して
テレビのスイッチを切りましょう。

★テレビ・パソコン・ゲームの
スイッチを切り、家族の会話を
しましょう。

★テレビ・パソコン・ゲームの見方・
使い方を家族で約束しましょう。

ずくを出し　みんなでお手伝いず
★食卓の準備・掃除・ゴミ捨て・洗濯など身の
回りのできることから始めましょう。

★お手伝いを通して、
親子でふれあいましょう。

　 ★わが家の生活を学び、
　 感謝の気持ちを
　 持ち合いましょう。

ひろげよう
　　　親子の対話　読書からひ

★家庭で「読書の日」をつくりましょう。

★わが子へ自分の声で
本を読んで聞かせましょう。

★本を通して親子で
語り合いましょう。

本　を　読　む

きもちよい
親子のふれあい
あいさつから

き

★まずは、大人から声がけする
気持ちを大切にしましょう。

★あいさつで、家族の輪を広げましょう。

★「おはよう」　「いただきます」
　　「ありがとう」「ごめんなさい」など、
　　言葉を交わすことから始めましょう。

あ　い　さ　つ

会　　話 お　手　伝　い

毎月第３日曜日は「結いの日」（家庭の日）です。　※１１月は１８日
ウェブサイト（地育力どっとネット    http://chiikuryoku.net) もご覧ください。

なにか特別なことを

する人ではありません。

認知症について正しく

理解し偏見をもたず、

認知症の人や家族を

温く見守る応援者とし

て、自分でできる範囲

で活動します。自分自

身の問題と認識し、友

人や家族に学んだ知識

を伝えること、認知症

の人やその家族の気

持ちを理解しようと努

めることもサポーターの

活動になります。　

「認知症の人は何も

わからない」は間違いで

す。認知症かもしれな

いと　悲しんでいるのは

本人です。周囲の人

が、認知症の人を理解

し、その人ができない

部分を補う「杖」となれ

ば、自分でやれることも

増え、おだやかに暮し

ていくことができます。

偏見という心のバリア

をなくし、１人でも多くの

「人間杖」を増やしまし

ょう。　

脳は、私たちの活動

をコントロールしている

司令塔です。脳がうまく

働かないと、精神や身

体の活動もスムーズに

運ばなくなります。認知

症とは、脳の細胞が壊

れたり、働きが悪くなっ

たりして障害がおこり、

生活に支障が出ている

状態をいいます。認知

症はだれでも

なる可能性

がある病気

です。

地域の仲間、趣味の

仲間、住民組織、企業、

団体、学校関係者等、

市内にお住まいの方で

あればどなたでも、５人

以上の仲間を集めてグ

ループでお申し込みく

ださい。

認知症サポーター
とは…

認知症の人の
杖になる…

病気として
理解する… 受講するには…

認知症について学習してみませんか？　　　講師を派遣します！認知症について学習してみませんか？　　　講師を派遣します！

受講した人は認知症サポーターとなります。受講した人は認知症サポーターとなります。

★認知症サポーターは、平成２４年６月３０日現在、
全国で３,４３６,８４８人、

飯田市では５,２６４人誕生しています。

市から講師を
派遣いたします。

外
国
人
集
住
都
市
会
議

東
京
２
０
１
２

　ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
と
呼
ば
れ
る

南
米
日
系
人
を
中
心
と
す
る
外

国
人
住
民
が
多
数
居
住
す
る
全

国
２９
の
自
治
体
関
係
者
が
集
ま

り
、
多
文
化
共
生
へ
の
課
題
を

考
え
る
「
外
国
人
集
住
都
市
会

議
東
京
２
０
１
２
」
公
開
首
長

会
議
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
１２
日
㈪

　午
後
０
時
４５
分
～
５
時
１５
分

▼
場
所

　砂
防
会
館

　（
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

２
―
７
―
５
）

▼
内
容

○
開
会
行
事

○
ブ
ロ
ッ
ク
提
言
お
よ
び
首
長

報
告

○
府
省
庁
か
ら
の
報
告

○
政
府
関
係
者
な
ど
と
の
討
論

○「
い
い
だ
宣
言
」
発
表

▼
参
加
費

　無
料

▼
そ
の
他

　

　会
場
ま
で
は
、
各
自
で
参
集

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
男
女
共
同
参
画
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
外
国
人
集
住
都
市
会
議
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.shujutoshi.jp/

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８

gstkaigi@city.iida.nagano.jp 

福祉事務所のご案内
福祉課・子育て支援課・介護高齢課は

本町１丁目１５番地りんご庁舎２階にあります。
本町

りんご並木

銀座

りんご庁舎
２階

市役所

に電話します。

市役所の電話交換手がでます。

市役所の担当部署に電話がつながります。

お知らせに記載してある
４桁の内線番号をお告げください。

0265-22-4511
市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方
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１１月は「わが家の結いタイム」推進月間です。１１月は「わが家の結いタイム」推進月間です。１１月は「わが家の結いタイム」推進月間です。
いつも以上に意識して、家族が一緒に過ごす時間、家族団らんの時間を作りましょう。

そして、地域のみんなで「子育ち」「親育ち」を支え合いながら、心豊かな人づくりに取り組みましょう。

みんなで話そう　スイッチを切ってみ
★食事の時は、みんなと約束して
テレビのスイッチを切りましょう。

★テレビ・パソコン・ゲームの
スイッチを切り、家族の会話を
しましょう。

★テレビ・パソコン・ゲームの見方・
使い方を家族で約束しましょう。

ずくを出し　みんなでお手伝いず
★食卓の準備・掃除・ゴミ捨て・洗濯など身の
回りのできることから始めましょう。

★お手伝いを通して、
親子でふれあいましょう。

　 ★わが家の生活を学び、
　 感謝の気持ちを
　 持ち合いましょう。

ひろげよう
　　　親子の対話　読書からひ

★家庭で「読書の日」をつくりましょう。

★わが子へ自分の声で
本を読んで聞かせましょう。

★本を通して親子で
語り合いましょう。

本　を　読　む

きもちよい
親子のふれあい
あいさつから

き

★まずは、大人から声がけする
気持ちを大切にしましょう。

★あいさつで、家族の輪を広げましょう。

★「おはよう」　「いただきます」
　　「ありがとう」「ごめんなさい」など、
　　言葉を交わすことから始めましょう。

あ　い　さ　つ

会　　話 お　手　伝　い

毎月第３日曜日は「結いの日」（家庭の日）です。　※１１月は１８日
ウェブサイト（地育力どっとネット    http://chiikuryoku.net) もご覧ください。

テレビのスイッチを切りましょう。

★テレビ・パソコン・ゲームの見方・

親子でふれあいましょう。

★わが家の生活を学び、

★家庭で「読書の日」をつくりましょう。

★あいさつで、家族の輪を広げましょう。

　　言葉を交わすことから始めましょう。

年1.70%

証書貸付型・リピートプラン
平成24年9月24日（月）～平成25年4月30日（火）まで

（別途保証料が0.48％、リピートプランは0.38％必要となります）

【ご融資期間】10年以内
【ご融資金額】500万円以内

●入学金・授業料などの学資資金、その他教育関連資金（下宿費用なども含む）にお使いいただけます。
●お子さまの在学中はお利息のみのお支払いで、お子さまの卒業後ご返済を開始できます。

最優遇金利
変動金利 000

まで

どなたでも
年0.525％
金利引き下げ

どなたでも
0.525％
金利引き下げ

アップるポイント
サービス※により

最大年0.6％の
金利引き下げ

アップるポイント
により
0.6％の

金利引き下げ金利引き下げ

最　大

年1.125％
金利引き下げ！！

+ ＝
※アップるポイントサービスによる金利引き下げ

●詳しい説明書は窓口に用意しています。

ポイント数 優遇幅

１st. アップる　30～49ポイント 0.20%
2nd. アップる　50～69ポイント 0.40%
3rd. アップる　70ポイント以上 0.60%

http://www.i idashinkin.co. jp/
70120-805-123

教育資金もATMででで 教育カードローン取り扱い中！

最　大

年1.1.1. 25％
金利引き下げ！！

＝＝
※アップるポイントサービスによる金利引き下げ

優遇幅

0.20%%
0.400.40%%%%
0.60%

http://www.i idashinkin.co. jp/
0120-805-123

教育カードローン取り扱い中！教育カードローン取り扱い中！

お
子
様
の
夢
を

　応援
し
ま
す
！！

キャンペーン期間

もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。もご覧下さい。
http://ww

w.nanshi
n-lib.jp/ii

da/

http://ww
w.nanshi

n-lib.jp/ii
da/

飯田市立図
書館

こちらで検索こちらで検索 飯田市立図書館 こちらで検索 地育力どっとネット

http://chiikuryoku.net/http://chiikuryoku.net/

もご覧下さい。もご覧下さい。

地育力どっとネット
ちいくりょく

地育力どっとネット
ちいくりょく

http://chiikuryoku.net/

もご覧下さい。

地育力どっとネット
ちいくりょく
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「飯田市リニア中央新幹線開通を見据えた計画に基づく土地利用及び地域づくりの推進に資するための届出

等に関する条例」を１１月１日に施行しました。この条例により、座光寺地区・上郷地区において平成２５年１月１日

以降に着手する一定規模以上の開発行為などを行う場合は新たに届出が必要になります。

■届出が必要となる行為（届出対象行為）

 座光寺地区および上郷地区の全域で次の行為を行おうとする場合は、当該行為に着手する日の４５日前（建築物の解

体については７日前）までに市長へ届出が必要となります。ただし、土地利用調整条例または景観法・景観条例の届出

が必要な行為についてはその届出の１５日前までに届出が必要となります。なお届出が必要となる行為の規模、届出書

や添付図書などの詳細については建設部地域計画課にお問い合わせいただくか、市のウェブサイトをご覧ください。

○建築物

　・新築、増築、改築、移転　　・外観を変更することとなる修繕、模様替、色彩の変更

　・大規模の修繕、模様替　　・用途の変更　　・解体

○工作物

　・新築、増築、改築、移転　　・外観を変更することとなる修繕、模様替、色彩の変更

○開発行為

○土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更

○木竹の植栽又は伐採

○屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積

○水面の埋立て、干拓

○特定照明の設置

■地域との情報共有

   届出の情報は、届出書および添付図書を対象区域の地域協議会の長へ通知し、地域と情報共有を図ります。

■問い合わせ

建設部地域計画課　土地利用計画係（内線２７４８・２７４９）

ウェブサイトアドレス　　http://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/cityplan/tochitodokede/index.htm

「飯田市リニア中央新幹線開通を見据えた計画に基づく土地利用及び地域づくりの推進に資するための届出

座光寺地区・上郷地区において開発行為等を行う場合の届出について座光寺地区・上郷地区において開発行為等を行う場合の届出について

決定

上 下 左 右リモコンの　　　　　　　　ボタンで画面表示の

情報メニューを移動し選択します。

リモコンの　　　ボタンを押すことによって、

その情報の内容を見ることができます。

決定

上 下 左 右ご
利
用
方
法

■問い合わせ／秘書課  情報システム係  内線２２２８

ゆい

ケーブルテレビのデジタル１２チャンネルで放送中!!
飯田市からのお知らせ、地域からのお知らせ、お悔やみ情報、リサイクルステーション、
休日当番医、緊急情報など、生活に役立つ情報をお届けしています。

ゆい

ケーブルテレビの

飯田市からのお知らせ、地域からのお知らせ、お悔やみ情報、リサイクルステーション、
休日当番医、緊急情報など、生活に役立つ情報をお届けしています。
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里山整備入門講座　会場および日程

講　座 実施日 内　容 会　場

○プロット調査、選木
○チェーンソーの基礎

飯伊木材流通センター
上郷野底山財産区有林

野底山森林公園管理事務所
上郷野底山財産区有林

野底山森林公園管理事務所
上郷野底山財産区有林

飯伊木材流通センター
（喬木村）

○チェーンソーの目立て
○模擬伐倒

○安全伐倒作業
※３．伐採作業の基礎を
　受講した方が対象になります。

１１月９日
（金）

１１月１０日
（土）

１１月１６日
（金）

１１月１７日
（土）

１．森林管理の基礎

２．間伐の基礎

３．伐採作業の基礎

４．安全な伐採作業

○間伐をした山、
していない山

○森林計画図の見方
○森林経営の基礎
○適地適木、樹木

■ショートステイたまゆら （単独型）
■ショートステイたまゆら （併設型）

■介護付有料老人ホームたまゆら

■デイサービスセンターたまゆら ■デイサービスセンターたまゆら 

㈱たまゆら㈱たまゆら

■デイサービスセンターたまゆらの丘

■ハッピーハウスたまゆら
サービス付き高齢者向け住宅

■ショートステイたまゆら （併設型）

理学療法士 ・ 作業療法士 ・ 言語聴覚士
柔道整復師 ・ あんまマッサージ指圧師
理学療法士 ・ 作業療法士 ・ 言語聴覚士
柔道整復師 ・ あんまマッサージ指圧師柔道整復師 ・ あんまマッサージ指圧師募集!! 理学療法士 ・ 作業療法士 ・ 言語聴覚士

問い合わせ
  TEL.０２６５（２８）２８８５
問い合わせ
  TEL.０２６５（２８）２８８５

　平
成
２５
年
度
の
受
験
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
推
薦
試
験

○
資
格

　１５
歳
以
上
１７
歳
未
満

　（
平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在
）

　　の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者

　（
見
込
み
含
む
）

○
受
付
期
間

　１１
月
１
日
㈭
〜

　１２
月
７
日
㈮

○
試
験
日

　

　平
成
２５
年
１
月
１２
日
㈯
〜

　１
月
１４
日
㈷
の
う
ち
１
日

▼
一
般
試
験

○
資
格

　１５
歳
以
上
１７
歳
未
満

　（
平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在
）

　　の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者

　（
見
込
み
含
む
）

○
受
付
期
間

　１１
月
１
日
㈭
〜

　平
成
２５
１
月
７
日
㈪

○
一
次
試
験

　平
成
２５
年
１
月
１９
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ

　自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　飯
田
出
張
所

０
２
６
５(

２
２
）２
６
１
３

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

　森
林
・
林
業
に
関
す
る
優
れ

た
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
「
長

野
県
林
業
士
」
が
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
操
作
技
術
、
森
林
の
管

理
方
法
な
ど
、
地
域
の
里
山
で

森
林
整
備
を
行
う
た
め
に
必
要

な
基
本
的
な
技
術
を
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
講
座
の
種
目
・
日
程

　下
表
の
と
お
り

▼
費
用

　受
講
料
無
料

※
会
場
へ
の
交
通
費
、
講
座
実

施
中
の
食
費
、
宿
泊
費
な
ど

は
受
講
者
が
負
担
。

▼
申
込
方
法

　

○
講
座
の
開
催
さ
れ
る
１０
日
前

ま
で
に
「
林
業
入
門
講
座
受

講
申
込
書
」
を
下
伊
那
地
方

事
務
所
林
務
課
あ
て
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電

話
で
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

○
申
込
書
様
式
掲
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://w

w
w
.p
r
e
f.

n
a
g
a
n
o
.lg
.jp
/rin
m
u
/

rin
g
y
o
u
/k
eiei/to

p
.h
tm

※
先
着
順
で
受
講
者
を
決
定

し
、
講
座
開
催
５
日
前
ま
で

里
山
整
備
入
門
講
座

受
講
者
募
集

に
集
合
場
所
な
ど
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
同
一
会
場
で
全
て
の
講
座
を

受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
長
野

県
林
務
部
長
か
ら
林
業
入
門

講
座
修
了
証
が
付
与
さ
れ
ま

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　下
伊
那
地
方
事
務
所

　林
務
課

　普
及
係

０
２
６
５（
５
３
）０
４
２
５

０
２
６
５（
２
３
）３
３
９
３

s
h
im
o
c
h
i-rim

m
u
@

p
ref.n

a
g
a
n
o
.lg
.jp

　林
務
課

０
２
６
５（
２
４
）４
５
６
７
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　就
職
活
動
の
最
初
の
一
歩
は

応
募
書
類
の
作
成
に
な
り
ま

す
。
履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
を

し
っ
か
り
作
成
し
て
応
募
す
る

こ
と
で
、
面
接
の
質
問
に
も
、

し
っ
か
り
と
し
た
受
け
答
え
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
２０
日
㈫

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時

　（
受
付

　午
後
１
時
２０
分
）

▼
会
場
　り
ん
ご
庁
舎

　

　３
階
会
議
室

▼
講
師

　折
山
旭
さ
ん
（
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
信
州
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）

▼
講
座
内
容

　履
歴
書
＆
職
務
経
歴
書
作
成

セ
ミ
ナ
ー

▼
人
数

　１５
人
（
申
込
順
）

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
の
季

節
に
役
立
つ
、
気
軽
な
お
も
て

な
し
洋
風
料
理
の
実
習
と
試
食

を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　市
内
に
お
住
ま
い
の

２０
歳
以
上
の
方

▼
日
時

　１２
月
９
日
㈰

　午
前
１０
時
～
午
後
１
時

▼
場
所
　飯
田
友
の
会

　（
高
羽
町
６
丁
目
１
０
８
）

▼
料
理
内
容
　

　合
挽
肉
と
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト

の
重
ね
焼
き
・
大
豆
と
エ
ビ

の
サ
フ
ラ
ン
ラ
イ
ス
・
ス
ー

プ

　

▼
定
員
　３０
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
　５
０
０
円

▼
持
ち
物
　

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン

ダ
ナ
）、
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法
　

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

大
人
の
家
庭
料
理
教
室

▼
申
込
締
切

　１１
月
１９
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　産
業
振
興
支
援
課

　（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
い
だ
）

０
２
６
５（
５
３
）８
９
６
６

い
。

▼
申
込
締
切

　１２
月
６
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

　

　内
線
５
３
５
１

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８

danjo@
city.iida.nagano.jp

ね
こ
の
飼
い
方
講
習
会

　飼
い
ネ
コ
を
家
族
の
一
員
と

し
て
飼
養
し
、
地
域
社
会
の
中

で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
ず
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
、
最

低
限
の
ル
ー
ル
や
病
気
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　

○
第
１
回

　１１
月
２３
日
㈷

　

○
第
２
回

　平
成
２５
年
１
月
２７
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

※
各
回
の
内
容
は
同
じ
で
す
。

▼
場
所

　南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ

ー
２
階
（
上
郷
別
府
）

▼
定
員
　各
回

　３０
人

▼
費
用
　無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　

　飯
伊
動
物
愛
護
会
（
飯
田
保

健
福
祉
事
務
所
内
）

０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
６

火災情報

○○時○○分、飯田市○○で建物火災が発生しました。

市では、火災発生や事件・事故などの情報を
メールで配信しています。このサービスを利用す
るためには、次のとおり利用者登録が必要で
す。ぜひ登録をしてください。

◆登録方法◆

登録上の注意
○すべての情報が必要な場合は、それぞれ登録をしてください。

○携帯電話の設定でインターネットからのメールを受信拒否している場合は、
city.iida.nagano.jpを受信したいメールドメインの項目に登録してください。

○URL付きメールの受信を許可してください。

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信し
てください。(題名や本文を入力する必要はありません)

返信メールに記載された登録用ホームページのアドレス（URL）
をクリックしてください。

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。（登録完了）

◆登録の取り消し方法◆
次のメールアドレスにメールを送信し、返
信メールに記載された取り消し用ホームペー
ジアドレス（ＵＲＬ）をクリックし、ガイダンスに
従ってください。

●火災情報の取り消し
iida.kjbye@mpme.jp

●火災以外の情報の取り消し
iida.jhbye@mpme.jp

■問い合わせ
　秘書課　情報システム係　内線２２２７

いいだ安全・安心メール
を配信しています

333手順

222手順

111手順

事件・事故情報、不審者情報、気象・災害警報、
行方不明者情報、その他の情報

火災情報 iida.kj@mpme.jp

iida.jh@mpme.jp

登録用QRコード
火災情報 その他の情報
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日常生活で最も削減効果のある自家用車

自家用車からの温室効果ガス排出量は、平均的な家庭では、全体の２７％を占

めています。図①は、各種の環境に良い行動をしたときに、年間でどれだけ温室

効果ガス排出量を削減できるかを比較したものです。自家用車の利用を減らす

ことはとても効果的です。

自家用車と賢く付き合おう

図②は、各交通手段別の１人が１km移動するときに出る温室効果ガス排出

量の比較したものです。自家用車を他の交通手段に変えると排出量は１／３以下

になります。出来るところから変えて、自家用車と賢く付き合いましょう。また、自家

用車を利用する場

合は、是非エコドラ

イブに取り組んで

下さい。普通の運転

と比べると１１％も温

室効果ガスを削減で

きます。取り組んだ

事業者では、交通事

故も減っています。

健康にも良い交通エコライフ

自家用車が移動の中心を占める地域は、都市部よりも運動量が少なくなって

しまっています。通勤・通学などを利用して日常的に運動する機会を増やすこと

は、ダイエットや病気の予防にとても効果的ですので、是非お試しください。

図①

図②

１年間当たりのCO２削減量の比較

出典）環境配慮行動における客観的CO2削減量事実情報提供の効果に関する実験研究（太田裕之・藤井聡,２００７）

冷房を１℃調節する

照明を１日１時間消す

ＴＶを１日１時間減らす

冷蔵庫を整理する

風呂の追い炊きを１日１回減らす

シャワーを１日２分減らす

容器包装の少ない買い物をする

リサイクルに出す

１日１０分車を控える

１日５分アイドリングストップ

0 100 200 300 400 500 600（kg/年）

３２

２

１３

２５

８０

４４

５８

１２１

５８８

５５

自家用車と比較した各種交通手段の温室効果ガス排出量

出典）国土交通省資料（２００９）

0 20 40 60 80 100（％）

自家用自動車

航空

バス

鉄道

自転車

歩行者

１００％

６６.７％

２９.１％

１０.９％

０.０％

０.０％

私たちの生活には、当たり前の

ように電力が使用されています。多

くは化石燃料から発電されていま

すが、車を動かすガソリンを含め、

地球の化石燃料の貯蔵はいつか

尽きてしまうでしょう。これに引き換

え、無限の可能性を持っているの

が太陽光、風力、水力、バイオマ

ス、地熱などの「自然エネルギー」。

自然界に存在するエネルギーを活

用し、排出ガスなしに、クリーンな電

力を生み出してくれます。太陽光

発電などは特に、電気を使用する

場所の近くに発電パネルを設置す

れば、小規模でも送電時のロスが

少ないため、有効です。自然エネル

ギーは気象情報などに左右され、

不安定という側面もありますが、た

とえば電気自動車を自然エネル

ギーで動かすと同時に、バッテリー

を蓄電池とし、余った電力を貯めて

おくなどの仕組みができれば、活

用しやすくなるでしょう。飯田は、太

陽光発電に出資する「おひさまファ

ンド」や、太陽光発電所「メガソー

ラーいいだ」もあり、自然エネル

ギーの活用先進都市。まさにエコラ

イフのモデル都市なのです！そんな

飯田の価値を市民の皆さんにもご

理解いただき、ご協力いただきな

がら、より魅力あるモデル都市に

なっていかれたならと思うのです。

エコライフを
楽しもう
エコライフを
楽しもう
エコライフを
楽しもう
エコライフを
楽しもう 環境と健康に優しい

交通エコライフ
～車と賢く付き合おう～

ひと工夫 楽しく 豊かに エコライフ

絹代さんは、飯田市が委嘱したエコラ
イフコーディネーターとして、地球にや
さしいエコライフの情報発信を行って
います。

●問い合わせ

地球温暖化対策課　　内線　５２４７

自家用車との賢い付き合い方は、家庭で出来るエコライフの中で最も重

要なものです。少し行動パターンを変えるだけでも温室効果ガス排出削減に

効果的な交通エコライフについてご紹介します。



［広報いいだ］２０１２.１１.１18

※FAXの場合、この用紙を切り取らずに、 ０２６５-５９-７１６２ または ０２６５-２４-１１４２ まで送信してください。
参加申込書の個人情報につきましては、本講座以外の目的には使用いたしません。

氏　　　名 住　　　　所 電 話 番 号（連絡先）

（　　　　  歳） （自宅・会社・携帯）

起業家育成実践講座　参加申込書

● 飯田商工会議所 中小企業相談所

０２６５-２４-１５００ ０２６５-２４-１１４２

● 飯田市金融政策室

０２６５-５９-７１６１ ０２６５-５９-７１６２

１１月２２日（木）

★申し込み締め切り日

■主　催／飯田市・飯田商工会議所

次のいずれかに電話またはFAXで、氏名、年齢、住所、
電話番号（連絡先）をご連絡ください。

申し込み・問い合わせ

カリキュラム

起業に興味のある方、起業プランのある方、

起業に向けて準備中の方などを

対象としたセミナーです。

開業の成功のポイントを

わかりやすく解説

しながら、お店を繁盛

させる方法を学びます。

全国各地で活躍している開業支援の若きカリスマ講師が教えます！！

りんご庁舎３階　第１・２会議室場　所

日　時

午前９時３０分～午後４時３０分（各日６時間）

受講料 ２,０００円　（資料代） 定　員 ２４人

１２月１日　・２日土 日

■講師紹介
１９７８年大阪市生まれ。
高校卒業後、リクルートに入社。自社媒体と携帯によるマーケティ
ングシステムを利用し、クライアント企業の売上を改善するなど、
前年比３００％超の実績や社内営業成績１位を獲得する。
その後、東証一部上場コンサルティングファームにて、様々な業種
業態の店舗開発や黒字化運営に携わる。
２４歳の若さで独立後は、店舗売上改善、黒字化経営のスペシャリ
ストとして、１,０００人以上に指導の実績を持つ。現在、開業初心者
に向けたコンサルティングを実施しているほか、店舗経営者の黒字
化支援活動や起業支援に力を注いでいる。

■主な著書
●「１０００店を黒字に導いたプロが教えるお金をかけずに繁盛店に変
える本」（日本実業出版社）

●「１０００店を黒字化したプロが初めて明かす繁盛店主の７つの教え」
（ビジネス社）
●「知識ゼロでもできる繁盛店０円開業法」（あさ出版）　　など

◇創業の心構えと成功のポイント

◇夢のお店を実現する！コンセプトメイキング

◇低資金で開業するための秘密の方法

◇不況だからこそ成功する繁盛店開業の実行手順

◇ビジネスプランの作成

◇開業資金について

成功例と失敗例の決定的違い

開業前に今しかできない夢を創ろう

コンセプトと事業計画で資金を集めよう

ビジネスプランの考え方と作成方法

ビジネスプランの作成・発表・レビュー

資金計画、融資制度など

内　　　容

テ　ー　マ

時　間 ９：３０～１２：３０、１３：３０～１６：３０

期　日 １２月１日（土）・２日（日）

講　師

富田　英太 氏 （とみた ひでひろ）
●株式会社アチーブメントストラテジー社
代表取締役・開業アドバイザー
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お店の人が教えてくれる！ 得する街のゼミナール

★ＭＯＶＩＥ編集を楽しく簡単に
★簡単で美味しい和三盆を作りましょう。
★自分で治せる腰痛、９０％は自分で治る。
★キムチ作りに挑戦しましょう。
★家庭で作れるおいしいそばがきの作り方
★いつも冷えてツライ冬を快適に。薬膳試食
★姿勢をよくして、気持ちよくかっこよく！！
★ガスコンロで簡単♪おいしいスイーツ教室
★知って安心　のし袋の選び方　書き方
★「自分へ家族へ」リフレクソロジーセルフ健康法
★希少種「プシコース」って健康にいいの！？
★顔に出ている体質を知って　若く　きれいに！
★不満解消！！ 眠れる睡眠術
★これで安心！！ 間違いのない寝具選び
★生命保険の見直し講座
★家計の見直し講座
★「火災保険」４０％節約のポイント
★親子アイシングクッキー教室
★初心者のための、美味しいワインとの出会い方
★「ほっそり見える」着こなし講座
★紙を貼る！！の実演・体験
★私流に飾る・変える！！ マットアレンジ
★タルトタタンでお茶しながら、お菓子の話しを

ほか

お店のスタッフが講師となって、個店ならではの「専門知

識」や「プロのコツ」を無料でお届けするミニ講座です。

専門的な話が気軽に聞ける貴重な機会です。ぜひご参加

ください。

●受講料／無料
※講座内容により材料費・テキスト代が必要となる場合があります。
※この講座では商品の販売やサービス契約は一切行いません。

●その他／
①申込初日は、電話回線の混雑が予想されますのでご了承ください。
②申し込みの際に会場や持ち物などをご確認ください。
③講座の内容は、１１月２日（金）の新聞折込ちらしをご覧いただく
か、ＮＰＯイデアのホームページ
（http://www.iida-idea.jp/）をご参照ください。

●申込受付／

各個店の受付時間内に各個店へ
電話でお申込み下さい。（先着順）
※一部、受付日時の異なる個店があります。

●開催期間／

ＮＰＯいいだ応援ネット　イデア　事務局
    ・   ：０２６５（５６）９３３５
営業日時：月・水・金曜日の午前９時～午後５時

飯田　イデア☆こちらで検索

問い合わせ

人
権
に
つ
い
て
考
え
る

県
民
運
動
強
調
旬
間

　人
権
は
、
個
々
人
が
社
会
に

お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た

め
に
必
要
な
、
人
間
と
し
て
の

基
本
的
な
権
利
で
す
。

　「
人
間
の
尊
厳
」
を
原
点
に
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
多
様
性

を
尊
重
し
、
す
べ
て
の
人
が
互

い
に
支
え
あ
い
な
が
ら
共
に
生

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

▼
期
間

　

○
県
民
運
動
強
調
旬
間

　１２
月
１
日
㈯
～
１２
月
１０
日
㈪

○
第
６４
回
人
権
週
間

　１２
月
４
㈫
～
１２
月
１０
日
㈪

○
人
権
デ
ー

　１２
月
１０
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

　内
線
５
３
５
１

犯
罪
被
害
者
週
間

　内
閣
府
を
は
じ
め
、
警
察
や

県
・
市
町
村
で
は
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
て
、
犯
罪
被
害

者
と
そ
の
ご
家
族
が
、
平
穏
な

生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
啓
発

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
立

場
に
立
ち
、
社
会
全
体
で
支
え

る
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間

　１１
月
２５
日
㈰
～
１２
月
１
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

　内
線
５
３
５
１

●「南信州ぽぉたる」運営団体　ＮＰＯ法人くらりnet  　　０２６５（５６）８０５６
●地域づくり・庶務課  内線２１１２

飯田・下伊那地域コミュニティサイト

http://www.minapo.jp

問い合わせ

加入者募集加入者募集
※加入方法は、
　サイトをご覧
　ください

「防災行政無線」の放送内容
を電話で聞けます。
  （通話料無料）

■問い合わせ
危機管理・交通安全対策室　内線２４３２

０１２０－９１５－４６０
※ 携帯電話からもかかります
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

伊那谷の断層巡り
１１月１７日㈯　９：００～１１：３０　対象：小３年～成人
講師：村松　武 （飯田市美術博物館）
集合場所：鈴岡公園の駐車場
内容：飯田市竜丘の念通寺断層を見に行くよ。

秋の星
１１月１７日㈯　１８：３０～２０：００　対象：小３年～成人
講師：今村　理則 （元かわらんべ教育担当）
内容：秋の星座と「しし座流星群」を観察しよう！

ダイコン抜きと豚汁
１１月２４日㈯　９：００～１１：３０　対象：幼児～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：ダイコンを収穫して、おいしい豚汁を食べるよ。

健康の里ウォーキング
１１月２４日㈯　１３：３０～１５：３０　対象：小３年以上
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：天竜川付近のウォーキングコースを歩こう！

川路公民館との共催です。

ハンダごてで年賀状
１２月１日㈯　９：００～１１：００　対象：小３年～成人
講師：鎌倉利一 （地域技術者）
内容：ハンダごてでベニア板に絵を描こう！

絵手紙講座
１２月６日㈭　９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：絵手紙を楽しく描きます。

クリスマスリース作り
１２月８日㈯　９：００～１１：３０　対象：幼児～成人
講師：木の実の会
内容：身近な材料でクリスマスリースを作ろう！

※材料がなくなり次第終了します

「窯焼きピザづくり（カレー）」
１１月２５日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

「窯焼きピザづくり（和風味噌）」
１２月２日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

「磯部揚げもちづくり」
１２月９日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：１００円

「木の実や小枝で村づくり①」
１１月１７日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
場所：土の工房

「砂絵を楽しもう」
１１月１８日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
場所：土の工房

「土のペンダントづくり」
１１月２３日㈷　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
場所：土の工房

「手作り帽子をつくってみよう」
１１月１７日㈯　１０：００～１６：００　材料費：２,０００円
場所:なかまの館　講師：中島久美子さん

「西田さとみ　秋の胡弓コンサート」
１１月１８日㈰　１１：３０～１２：３０　場所:なかまの館
出演：西田さとみさん

「けん玉教室」
１２月８日㈰　１３：３０～１５：３０　場所:なかまの館
講師：アップルけん玉クラブのみなさん

「コイルモーターを作ろう」
１１月３日㈷　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

「ピッカリテスターを作ろう」
１１月４日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

「あったかカイロを作ろう」
１１月１１日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

「静電気のメリーゴーランドを作ろう」
１１月１７日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

「万華鏡を作ろう」
１１月１８日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

「割り箸飛行機を作ろう」
＆ 飯田のヒーロー「飯工戦隊テックレンジャーショー」

１１月２５日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
飯工戦隊テックレンジャーショー：１３：００～１３：２０
握手会：１３：２０～１３：４０

「クリスマスモビールをつくろう」
１１月２４日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「年賀状をつくろう」
１２月１日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「スノードームをつくろう」
１２月１日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

「セロハンでステンドグラス」
１２月１５日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

NEW

NEW

理科実験ミュージアム
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

森森子ども大学（子ども体験学習）

市民のみなさんによる活動

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

土の工房体験学習

木の工房体験学習

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ先　◆◆◆
生涯学習・スポーツ課　 内線３５７９

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６　
http://www.city.iida.lg.jp/zoo/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

ビーバーの巣直し見られるかな？
１４：４５～ ビーバーの活動開始時間によって、
変更する場合があります。

フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう
１１：００～ （雨天中止）

モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００ （雨天中止）

ポニーのふれあい
１３：００～１４：００ （雨天中止）

１日１５人まで

かわらんべウォーキング
１１月１５日㈭　１４：３０～１６：００　対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：かわらんべ周辺をウォークします。

以下のイベントは１２月から冬期のお休みになります。

オーナメント作り
１１月１７日㈯・１８日㈰　１３：３０～１５：００　（雨天中止）

ブリちゃんのお散歩
１１月２３日㈷～２５日㈰　１４：３０～　（雨天中止）

クリスマスプレゼント　予約期間
１１月２３日㈷～１２月９日㈰
受付方法：電話、ＦＡＸ、メール
受付事項：

注　　意：

サンタ列車
１２月１日㈯～２４日（振休）　（雨天中止）

ツリー作り　～まつぼっくりで～
１２月８日㈯・９日㈰　１３：００～１４：３０
材料費：１つ ５０円 （雨天中止）

注意事項：管理上、通常通り１６：３０に一旦閉園します。
正門からのみの入退園となり、入退園時には
受付をしていただきます。

寒さに弱く、ご覧になれない動物もいます。
泥酔されている方は入園できません。
また、園内での飲酒は禁止です。

氏名、ご住所、電話番号、カレンダーに入れ
たい記念日など（１０個まで）
ＦＡＸまたはメールにてご予約される方は、上
の事柄をもれなく書いて送信してください。
プレゼントの受け渡し期間は１２月１５日㈯～
２８日㈮です。受け渡しは来園のみとさせて
いただきます。お受け取りの際には、事務所
までお声掛けください。

コンドル舎が

１０月２７日に

リニューアルオープン

しました！

コンドル舎が

１０月２７日に

リニューアルオープン

しました！

ウィンターナイトズー
１２月１４日㈮～１６日㈰　１７：００～１９：００

毎週土日・祝日のイベント

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

サオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう

モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあいモルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい

サオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう

モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１：００～１２：００ （雨天中止）

 （雨天中止）

サオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう

モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあいモルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１：００～１２：００ （雨天中止）

 （雨天中止）

モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ　　飯田文化会館人形劇のまちづくり係

　　　　　　　　　　　０２６５（２３）３５５２ 　 ０２６５（２３）３５３３

プロの演出家、美術家の元で、本格的な人形劇をつ
くってみませんか？
人形劇の制作から上演までを行う本格的な人形劇

ワークショップの第Ⅱ期です。
第Ⅱ期は棒遣い人形で芝居作りを行います。

くすのき燕人形劇
    ワークショップ第Ⅱ期

田辺「普通の生活」公演 ｉｎ 丘のまちフェスティバル
１１月３日㈷ 午前・午後／川本喜八郎人形美術館／無料

伊那谷文化芸術祭人形劇の部
１１月４日㈰ １０：００／飯田人形劇場前売り４００円・当日５００円

伊那人形芝居公演
１１月１０日㈯ １０：００／黒田人形浄瑠璃伝承館／無料

沢則行フィギュア・シアター・ワークショップ
１１月１３日～１７日／麻績の館

「こまねこのクリスマス」巡回上映会
１２月上旬～中旬／市内各所で実施予定

おやこでつくって遊ぶ
人形劇団ココンのマリオネットワークショップ
１２月１日㈯／川本喜八郎人形美術館

森のぽかぽかクリスマス
１２月１６日㈰／かざこし子どもの森公園

ましゅ＆Ｋｅｉのクリスマス会
１２月２４日㈯／川本喜八郎人形美術館

時間・料金などの詳細は
飯田文化会館に

お問い合わせください。

■期間：２０１２年１１月２９日～２０１３年５月頃
       ※毎週木曜日 ＋ 進行状況により随時

期間Ａ：１１月～１月中旬…音楽に合わせて人形を動かす
期間Ｂ：２月中旬～５月…ストーリーのある人形劇をつくる

■講師：くすのき燕（人形芝居燕屋）
吉澤亜由美（人形美術家）　

■対象：概ね高校生以上

■参加費：２,０００円 ＋ 材料費・活動費　２,０００円／月
（学生は材料費・活動費１,０００円）

参加者
募集!!
参加者
募集!!
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りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話＆FAX ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００）

申し込み・問い合わせ

りんご並木のエコハウスを活用して、暮らしの中の風物詩を味わい、暮らしの中の知恵を学ぶ

「りんご並木のエコカフェ」を開催します。ぜひお気軽にご参加ください。

開　催　日 時　間 参　加　費 申込締切日テ　ー　マ

開　催　日 時　間 参　加　費 申込締切日テ　ー　マ

定　員 各１０人程度 ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

１１
月
〜
１２
月
の
エ
コ
カ
フ
ェ

早朝のりんご並木に集う小鳥たち

「バードウォッチング」

講師：飯田市美術博物館専任研究員

山田  拓 さん
注）雨天時、エコハウス内にてビデオ鑑賞

１１月９日（金）１１月１１日（日）
６：００～

　８：３０
無料

ペレットの仕組みを知ろう

「エコハウスでペレットストーブ体験会」

講師：飯田建設株式会社 さん
１１月４日（日）１１月６日（火）

１３：００～

　１５：００
無料

エコカフェフリー

「みんなでお茶しながら、エコについて話そうか」

持ち物：おやつ　（カップとお茶はあります）
１１月２７日（火）１１月２７日（火）

１０：３０～

　１２：００
無料

家族やお友だちと、１人でも

「誰でも気軽に抹茶体験」

講師：今村晃子 さん（表千家流　矢沢社中）
１１月２９日（木）１２月１日（土）

１０：００～

　１５：００

５００円
お菓子付

ほ
っ
と
マ
マ
カ
フ
ェ
企
画

天使が昼寝の間にちゃちゃっとおやつ

「豆腐のごまだれ団子」

講師：塩沢みどり さん（調理師）

【定員：６人】

１１月８日（木）１１月１３日（火）
１０：００～

　１２：００

３００円
託児あり
０～３歳児
１人３００円

キュキュッと矯正　スッキリママへの道

「骨盤矯正とストレッチ」

講師：藤綱和子 さん（飯田市立病院助産師）

【定員：８人】

１１月８日（木）１１月１４日（水）
１０：００～

　１１：３０

２００円

対象
ファーストママ

わくわく！クラフト体験

「かわいいスイーツデコ作り」

講師：羽生裕美 さん（クラフト作家）
当日受付１１月１５日（木）

１０：００～

　１２：００
５００円

１１月１日より申し込み受付開始します

未就園児のママが対象の限定企画
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各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談 りんご庁舎２階

市役所会議室

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

教育委員会棟
３　階

教育相談室
内線３５８１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

１２月１１日㈫
１３：００～１６：００

地域づくり・庶務課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

本人確認が
できる書類と
写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

１１月２６日㈪
１２月１０日㈪

１３：３０～、１５：００～

市　役　所
保 健 センター

保健課
内線５５１５
（予約制）

障害のある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障害者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
内線５３５２

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法 律 相 談
（現在係争中の

ものは除く）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

中 村 ビ ル
（本町１－１２）

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

介護高齢課
内線５３８２

基幹包括支援
センター

☎０２６５（５６）１５８７

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３２４

１１月２０日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５３５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・水・木曜日
１３：００～１７：００

毎週金曜日
１３：００～１７：００

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

毎月第１・
第３木曜日

１３：００～１６：００
※希望の方は
　前日午後５時
　までに申し込む

飯田勤労者
福祉センター

産業振興支援課
☎０２６５（５３）６０７８

南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

外国人総合
相談窓口

（市役所本庁舎
１階）

男女共同参画課
内線５３５１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

高齢者福祉相談
高齢者介護相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心
配
ご
と
相
談

りんご庁舎２階

銀座堀端ビル
２　階

りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特 別
（法律的）

一 般

ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

　ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
・
虐
待
・
差
別
待
遇
・
セ

ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー
・
そ
の

他
女
性
に
係
わ
る
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　１１
月
１７
日
㈯

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

　り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室

▼
相
談
者

　

　飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

所
属
の
女
性
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
。
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

０
２
６
５（
２
２
）０
０
１
４

女
性
の
た
め
の

悩
み
ご
と
相
談
所

合
同
行
政
相
談
所

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談

　不
動
産
の
登
記
、
年
金
や
農

地
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
や
、

法
律
相
談
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
る
一
日
合
同
行
政
相
談

所
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
２１
日
㈬

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時

※
受
付
は
午
後
２
時
３０
分
ま
で

▼
場
所

　

　飯
田
文
化
会
館
展
示
室

▼
参
加
予
定
機
関

　長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

・
下
伊
那
地
方
事
務
所
・
飯

田
建
設
事
務
所
・
飯
田
年
金

事
務
所
・
飯
田
公
証
役
場
・

長
野
県
弁
護
士
会
他

▼
問
い
合
わ
せ

　総
務
省
長
野
行
政
評
価
事
務

所
０
２
６（
２
３
５
）５
５
６
６

全
国
一
斉
労
働
ト
ラ
ブ

ル
１
１
０
番

　長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、

賃
金
未
払
い
や
サ
ー
ビ
ス
残
業

な
ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
電
話
に
よ
る

無
料
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時

　１１
月
１４
日
㈬
・
１１
月
２１
日
㈬

　午
後
５
時
～
８
時

▼
受
付
専
用
電
話

０
１
２
０(

１
１
０)

１
０
６

▼
問
い
合
わ
せ

　長
野
県
司
法
書
士
会

０
２
６(

２
３
２)

７
４
９
２
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